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第29回坂戸市消防団消防ポンプ車操法大会開催
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総
勢
80
名
が
出
場
し
た
操
法
大
会
に

お
い
て
、
動
作
の
正
確
さ
や
敏
捷
性
、

更
に
ス
タ
ミ
ナ
が
必
要
と
さ
れ
る
３
番

員
で
個
人
賞
に
輝
い
た
の
は
三
芳
野
分

団
第
三
部
の
辻 

貴
之
さ
ん
で
し
た
。

　
個
人
賞
が
発
表
さ
れ
た
時
は
、
信
じ

ら
れ
な
い
気
持
ち
と
同
時
に
、
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
地
元
の
先
輩
に
ロ
ッ
ク
オ
ン
さ
れ
て

入
っ
た
消
防
団
で
し
た
が
、
こ
ん
な
に

も
楽
し
く
熱
く
な
れ
る
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
操
法
大
会
に
向
け
て

の
訓
練
は
、
仕
事
と
の
両
立
が
大
変
で

し
た
が
、
大
会
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
部

の
絆
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
指
導
し
て
く
れ
た
諸
先
輩
方
、
部
の

仲
間
、そ
し
て
消
防
団
活
動
を
理
解
し
、

全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
た
家

族
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
次
回
の
大
会
は
優
勝
を
目

指
し
て
、
さ
ら
に
部
が
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
！
」
と
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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西
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団
第
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指
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潤
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今
回
、
厳
し
い
戦
い
を
制
し
優
勝
を

成
し
遂
げ
た
の
は
入
西
分
団
第
１
部
で

し
た
。

　
大
会
史
上
初
の
４
連
覇
と
い
う
偉
大

な
成
績
が
か
か
っ
て
い
た
た
め
、
大
会

初
出
場
の
団
員
も
い
る
中
で
、
初
日
の

練
習
か
ら
、
か
な
り
の
重
圧
が
部
員
達

の
間
に
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
回

の
練
習
に
は
多
く
の
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の

方
々
が
応
援
に
駆
け
付
け
具
体
的
な
指

導
等
で
私
達
部
員
を
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
３
月
か
ら
早
朝
の
出
勤
前
に
週
３
回

の
訓
練
を
実
施
し
、
例
年
に
も
増
し
て

部
員
13
人
が
一
丸
と
な
っ
て
臨
む
事
が

で
き
ま
し
た
。

　
「
こ
の
よ
う
な
環
境
で
操
法
が
で
き

る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
今
後
も

次
世
代
に
伝
承
す
べ
く
、
日
々
の
消
防

団
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」

と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
文
・
坂
戸
１ 

原
口 

智
行
）

　平成28年６月26日（日）川崎陸送(株)坂戸流通センター駐車
場にて、第29回坂戸市消防団ポンプ車操法大会が開催されま
した。団員は２年に１度行われるこの大会に向けて、早朝や
夜間の厳しい練習を重ね本番に臨みました。
　大会は、日頃の訓練により培った操法技術を「消防操法の
基準」に定められた要領に従い、各消防団が、いかに早くか
つ正確に放水を行うかを競うものであり、消防団員の消防技
術の向上と、士気の高揚を図るとともに、消防団活動の充実
発展に寄与することを目的としています。
　競技は消防車を使用し、指揮者、１～４番員、補助員の計
６人で行います。ホース延長や放水、器具操作などそれぞれ
の役割が細かく決められており「正確」に「迅速」に「団結」
して操法を行った団体が高得点を得ることができます。
　今大会初めて出場する団員も、数多く経験しているベテラ
ン団員も、大会当日は皆緊張している様子でした。待機して
いるポンプ車の周りでは、念入りに動きの確認をしている者
や声出しをしている隊など、選手だけでなく見ているこちら
まで緊張感が伝わってきました。
　出番を終えた団員の中には練習の成果を出せず悔しがる者、
全てを出し切れた充実感で涙する者もいました。訓練を通じ
て得た体力、精神力は今後の消防団活動において必ず活かさ
れることと思います。この操法大会で経験した数多くのこと
を次世代に伝えていきたいです。
� （文・三芳野１ 鎌田 高弘）

毎月更新中

出番を待つ団員達です。 １本目の放水開始合図です。

２本目のホース延長中です。 ２つの火点に向け放水中です。
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　坂戸市消防団広報委員会は、各分団の有志が集まり、
平成21年４月に発足しました。
　この委員会は、広報活動を通じて消防団の存在意義を
団員と家族と地域が共有し、地域はもとより全国に坂戸
市消防団を発信することを目的としています。また、地
域の防災意識の向上や消防団活動への理解を深めてもら
う役割も担っています。
　現在、広報委員会はホームページ班と広報誌班に分か
れ、計15名のメンバーで活動を行っています。
　ホームページ班は、月に１回ホームページを更新し、
常に最新の情報を発信しています。また、広報誌班は半
年に１度広報誌「水のひびき」を発行し、多くの方に見
てもらえるよう、行政機関や地域の教育施設などにも配
布しています。
　発足以来少しずつ積み重ねてきた広報活動により、坂
戸市消防団の活動が広く知られるようになってきまし
た。坂戸市消防団の発展のために、広報委員会はこれか
らも様々な情報を発信していきます。
� （文・勝呂３ 山下 章吾）

　平成28年４月９日（土）長野県須坂市より、成田団長
以下17名が、幹部研修２日目の研修地として、坂戸・
鶴ヶ島消防組合坂戸消防署に来署し、大澤副団長以下９
名の幹部団員達が迎えました。
　本研修会では、両団の組織説明を行った後、坂戸市内
で平成11年８月に発生した、洪水災害等の対策や取組
について話し合い、消防団全体を通しての問題意識の共
有を図ることができました。
　また、須坂市では、坂戸市と同じように、「消防団員
による広報誌作り」が行われているということもあり、
喫緊の広報活動の難しさや課題等、お互いが作成した紙
面を見せ合い、熱い議論を交わすことができました。
　短い時間ではありましたが、他県の消防団と意見交換
ができたことは、大変刺激になり、消防団員として良い
経験になりました。また、私達消防団広報委員としても、
このような情報交換の機会を持てた事は非常に有意義で
今後の広報活動の参考になりました。
� （文・勝呂２ 石川 達也）
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平
成
27
年
度
末
、

勝
呂
２
部
に
「
救
助

資
機
材
搭
載
型
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
」
と

い
う
、
県
内
で
も
数

少
な
い
特
別
な
車
両

が
配
備
さ
れ
、
平
成

28
年
３
月
６
日(

日)

勝
呂
分
団
、
多
機
能

部
隊
に
よ
る
合
同
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
に
つ
い

て
は
、
多
機
能
部
隊

の
指
導
の
下
、
新
車

両
に
搭
載
さ
れ
て
い

る
資
機
材
等
の
操
作

方
法
を
、
実
際
に
使

用
し
学
び
ま
し
た
。

　

勝
呂
分
団
の
団
員

は
、
新
た
な
活
躍
の
場
が
出
来
た
こ
と
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、

機
器
を
取
り
囲
む
姿
勢
に
は
、
や
る
気
が
感
じ
ら
れ
、
非

常
時
の
緊
張
感
を
持
っ
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
の
翌
月
に
、
熊
本
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
倒
壊
家
屋
か
ら
住
民
を
救
出
し
た
地
元
消
防

団
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
災
害
は
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
日
々
行
う

こ
と
で
、
防
災
力
の
向
上
を
図
り
災
害
現
場
で
頼
り
に
さ

れ
る
消
防
団
員
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
努
め
て
い
き
た
い

で
す
。
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搭載されている主な資機材
・エンジンカッター・チェーンソー
・油圧カッター　　・ハンドウインチ
・バルーン投光器

坂戸市消防団の　　　　　　　　　　はじめました。
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